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１．AI-BANK 機能概要 

   
AI-OCR解析エンジンを搭載した通帳画像の解析、自動仕訳機能です。 
発展会計へ取り込んだ通帳データを、最新のAI-OCR解析エンジンにより解析・読取り・データ化し、 
予め登録済みの明細変換マスタにより仕訳化します。 
解析可能形式：PDF・JPEG・PNGファイル 

概要 
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より自動で仕訳化 



－3－ 

２．AI-BANK メニュー箇所 

   
新規メニューとして、F10-3 に「AI-OCR通帳画像登録」「AI-OCR通帳明細データ取込」 
の２つのメニューを追加しております。   

追加メニュー 
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初期設定から取込み、仕訳計上までの手順 
  
① 企業登録画面（会計事務所メニュー） オプション「AI-BANK」を付与を行う 
 
② F10-4 金融機関マスタ登録を行う 
 
③ F10-3 通帳連携マスタ登録を行う 
 
④ F10-3 AI-OCR通帳画像登録を行う 
 
⑤ F10-3 AI-OCR通帳明細データ取込を行う 
 
⑥ 取込み結果確認 → 仕訳を計上する 
 
⑦ 計上した仕訳を確認する 
   

手順 概要 

３．AI-BANK 設定手順 
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３． AI-BANK 設定手順 

   
企業登録メニュー(会計事務所メニュー)にて、新規企業の場合は企業登録時に、 
既存企業の場合は該当企業情報を呼び出し 、オプション欄「AI-BANK」に✓を入れます。 

手順１ 
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３． AI-BANK 設定手順 

   
通帳データを取り込みたい金融機関を「F10-4 金融機関マスタ登録」で登録します 
みずほ・三菱UFJ・三井住友・りそな・ゆうちょ の５行以外はフリー入力欄から検索してください 

手順２ 

① 表示ボタン押下 ➡ 金融機関検索 

② ボタン押下もしくはフリー入力で検索 
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選択した金融機関の支店を登録します 

手順２ 

３． AI-BANK 設定手順 

③ 支店検索 

絞込み 

④ 支店を選択し登録 
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３． AI-BANK 設定手順 

   
F10-3 通帳連携マスタ登録を行う 

手順３ 

・表示ボタン押下 
 ➡金融機関(支店)欄で先ほど登録した金融機関が選択できます 
・通帳パターンは、AI-BANKライセンスをご利用の方は下記URL 
 http://help.bizup.jp/BZ/kg/f10/10011015 を参照頂き、該当の 
 通帳パターンを選択し、登録してください 
 AI-OCRライセンスをご利用の方も、便宜上通帳パターンの登録は 
 必要ですが、A～Dのどのパターンを選択しても問題ありません 
 

http://help.bizup.jp/BZ/kg/f10/10011015
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４． AI-BANK 取込手順 

   
F10-3 AI-OCR通帳画像登録を行う 

手順１ 

追加ボタン押下 ➡ ファイル選択 

ファイル選択後、備考を入力し 
F８実行を押下 
➡OKを押下 
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４． AI-BANK 取込手順 

   
F10-3 AI-OCR通帳明細データ取込を行う 

手順２ 

 表示ボタン押下 ➡ データ化したい通帳画像の読込ボックスに 
                ✓を入れ、F８仕訳確認ボタンを押下 
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４． AI-BANK 取込手順 

   
F10-3 AI-OCR通帳明細データ取込を行う(取込み結果確認) 

手順３ 

① 通帳形式画面で通帳画像を見ながら自動取得した 
   科目、摘要、金額等の確認・修正を行います 
 ※修正した仕訳は「F６マスタ登録」ボタン押下により、 
   BANK明細変換マスタへ登録が可能です 

② 確認・修正完了後、左端確認ボックスへ✓を入れます 
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BANK明細変換マスタは、読み取った取引明細により自動で仕訳を呼び出すマスタ機能のことです。  
 
ネットバンキング取引等の自動仕訳機能である「BANK」と同様、通帳に記載される取引明細(摘要) 
 
を読み取った際、BANK明細変換マスタにあらかじめ登録のある仕訳を自動で取得します。 
 
詳細はBANK明細変換マスタについてのヘルプをご覧ください。 
 
http://help.bizup.jp/BZ/kg/f10/10011001 
 

※BANK明細変換マスタについて 
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４． AI-BANK 設定手順 

   
計上した仕訳を確認する 

手順４ 

計上した仕訳は、各仕訳確認画面＞仕訳検索における「入力元画面＞AI-BANK」で 
検索・抽出することにより簡単に確認することができます 
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5． 読取精度向上のポイント・注意事項、定型文書形式 

読取精度向上のポイント・注意事項 
 
・通帳の各列のタイトル名（年月日、お預かり金額、お支払い金額、差引残高など）が 
 表示されるようスキャンをお願いします。 
・一度コピーしてからのスキャンより、直接スキャンした方が精度は上がりやすくなります。 
・複合機でスキャンする場合は、カバー（蓋）をかけてスキャンをお願いします。 
・通帳への手書きメモは読取精度を著しく低下させます。 
・画像が欄外にはみ出ている、傾いている、なども程度によっては読取精度に影響を 
 及ぼすことがございます。 
 
定型文書形式 
 
サイズ：名刺程度～A３ 
背景色：無地の白、または無地で明度の高いカラー 
対応ファイル種類：PDF、JPG、PNG 
推奨解像度：300dpi 
カラー：フルカラーを推奨 
画像の向き：0度、90度、180度、270度 
画像寸法（幅×高さ）：128×128px～500～5,000px 
ファイル容量：１ファイル200MB以下／１ページあたり20MB以下 
ページ数：500ページ以下 
 
※上記は推奨形式であり、すべて満たしていたとしても読取精度を保証するものではありません。 
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